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を出迎えた。なお、名古屋村と広井村は、明治 6 年（1873）に車楽
だんじり

の当番を外

れ、その後は茶屋町が引き継いだとされている。 

 

三之丸天王祭には、関係す

る町々から「見舞車」とよば

れる山車が出された。名古屋

城下町においては、町民は藩

の許可なくして勝手に山車を

作ることは許されなかったが、

天王社の氏子町内である

広井村や名古屋村では、

天王社の車楽へ提灯を運ぶ小型の献灯車が作られ、これが見舞車となったとも

考えられている。見舞車は現在でも各地に残り、地域の祭りなどに曳き出され

ている。 

 

 明治維新後、天王祭は形を変え、明治 25 年（1892）には祭日を 7 月 15 日、

16 日として、従来の車楽に加えて、50 人担ぎの白木の神輿を 2 基新調して、若

宮八幡社へ渡御する神輿祭りとなった。これには、玉屋町の西
せい

王
おう

母
ぼ

車
しゃ

や氏子町

内から出る練り物が従って、大変華やかな祭礼行列となった。しかし、これら

も第二次世界大戦で多くを失ってしまった。 

 
 現在の天王祭は、那古野神社（⇒３－ウ 那古野神社）

の祭礼として 7 月 15 日・16 日に行われ、15 日夜には辛

うじて戦災を免れた旧茶屋町の車楽への巻藁
まきわら

提灯
ちょうちん

の点

灯と舞踊などの芸能が那古野神社境内で行われる。また、

文政年間（1818~1830）の作と伝わる「室 明 神
むろのみょうじん

」の能

人形が境内に飾られる。16 日には神輿の若宮八幡社への

渡御が執り行われる。神輿行列では、大神輿・中神輿を

赤
あか

褌
ふんどし

姿の男衆が担ぎ、小神輿は法被姿の女性が担いで、

「エッチッ、エッチッ」の掛け声とともに本町通を南下

して若宮八幡宮まで運ぶ。この間、本町通と桜通・錦通

との交差点では、その広さを利用して、すべての神輿が交差点内を回転する。 

若宮八幡社からの帰路、神輿行列は那古野神社近くで本町通から魚
うお

ノ
の

棚
だな

通へ

折れ、通沿いにある老舗料亭の河文
かわぶん

（登録文化財）の前を通る。河文は寛永年

間（1624～1644 年）に初代河内屋文左衛門が創建した料亭で、江戸時代には「魚 
 

図 2-3-9 『名古屋天王祭礼図巻』（江戸後期） 
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宵祭りに飾られる車楽
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